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論 文 内 容 の 要 旨 
 
序章 
 本論の目的は、中期シェリング哲学における最高原理の問題への探究を、スピノザ哲学の受容
と克服として捉え、両人の主著である『エチカ』と『自由論』の最高原理である「神」と「愛」
の概念を再解釈し、各体系におけるその構成と展開を比較検討することである。本論では、神と
愛とを本質的に同一視する両者の哲学的見地を、「神即愛」と命名した。 
 
第１章 シェリングの生命的・生成的神観の成立 
 シェリング『自由論』序論の叙述から、スピノザ哲学と汎神論に関する、当時の通俗的な謬見
に対するシェリングの反論を検討した。また、彼がそれらに代わって提唱する、真の汎神論と、
スピノザ哲学に対する自身の反駁と、それをもとにした本来的な哲学の在り方に関しても分析し
た。神を生命的・生成的に見なしつつ、人間的自由の展開を実在論‐観念論的な絶対的同一性の
措定という、中期シェリング哲学におけるスピノザへの基本的な姿勢を明確にした。 
  
第２章 スピノザ哲学における神即愛 
 スピノザ『エチカ』における神即自然の概念と感情論を分析し、感情に対する治療法と精神の
至福の極致としての神即愛の概念を具体的に立証した。総じて、神即自然は彼の神観・愛観の論
理的条件に過ぎず、むしろ彼の哲学的思索の核心は、非感情的で能動的な愛の概念の中に、とく
に神の究極の自己愛に基づく神即愛の思想の内にこそ見出されえることが論証された。 
 
第３章 シェリング哲学における神即愛 
 シェリング『自由論』における転倒論を、彼の神観・悪論・人間観・愛観を総合するひとつの
全体として扱い、ここから人間の善悪の問題が神の愛とどんな関係にあるのかを考察した。総じ
て、遍く善悪の闘争を超克する神の愛の中に、とくに愛という人格的存在者としての神に基づく
神即愛の思想の内にこそ、彼の思索の核心が十全に見出されえることを明らかにした。 
 
第４章 スピノザとシェリングの同異性 
 スピノザとシェリングの神観・愛観に関する議論において、片方では強く主張され、他方では
強く説明されなかった諸概念を補完した後、前章までの議論をもとに、両者の思想の同異性を神
観・愛観とのより総合的な見地から比較検討した。両者の最たる相違性は、神に人格性を認める
か否かに収斂し、総じて、スピノザの抽象的な自己愛の機械論的神を、如何に生き生きとした他
者愛の人格神へと昇華しえるかが、中期シェリング哲学における最初の思想的展開だった。 
 
結論 
 『自由論』における神即愛の概念は、中期シェリング哲学の始端であり、スピノザ哲学への最
終的な回答であった。シェリングは、神と人間との人格的・相互愛的・救済的な関係を論じるこ
とで、スピノザの機械論的自然観ばかりか、彼の神即愛の思想をも克服せんとしたのである。 
論文審査結果の要旨 
 
 本論文の目的は、中期シェリング哲学における最高原理をめぐる探究を、スピノザ哲学の受容
と克服として捉えるところにある。その目的のために、それぞれの哲学者の主著である『エチカ』
と『自由論』の最高原理としての「神」と「愛」の概念を再解釈し、各体系における構成と展開
の比較検討を基軸としながら、本論文は展開されており、序章を含めて全編６章からなる。 
 序章は、論文全体の構成と各章で議論の中心となるテーマについて述べている。 
 第１章では、シェリングの生命的・生成的神観の成立について論じている。シェリング『自由
論』序論の叙述から、スピノザ哲学と汎神論に関する当時の通俗的な謬見に対するシェリングの
反論が検討される。また、シェリングがそれらに代わって提唱する、真の汎神論とスピノザ哲学
に対する自身の反駁、さらには、それをもとにした本来的な哲学のあり方を考察している。これ
によって、神を生命的・生成的なものと見なしつつ、人間的自由の展開を実在論‐観念論的な絶
対的同一性の措定という、中期シェリング哲学におけるスピノザへの基本的な姿勢が証示される。 
 第２章では、スピノザ『エチカ』における神即自然の概念と感情論を分析し、感情に対する治
療法と精神の至福の極致としての神即愛の概念とを具体的に考察している。神即自然はスピノザ
の神観・愛観の論理的条件に過ぎず、むしろスピノザ哲学の核心は、非感情的で能動的な愛の概
念のなかに、とくに神の究極の自己愛に基づく神即愛の思想の内に見出されることを解き明かし
ている。 
 第３章は、シェリング『自由論』における転倒論を、彼の神観・悪論・人間観・愛観を総合す
るひとつの全体として扱い、ここから人間の善悪の問題が神の愛といかなる関係にあるのかを考
察している。総じて、シェリングの哲学的思索の核心は、遍く善悪の闘争を超克する神の愛のな
かに、わけても愛という人格的存在者としての神に基づく神即愛の思想の内にあることが丹念に
跡づけられている。このような着眼とその論拠づけは新しい知見である。 
 第４章では、スピノザとシェリングの神観・愛観の議論において、一方では強く主張され、他
方では明確に説明されなかった諸概念を補完したうえで、前章までの考察結果を踏まえて、両者
の思想の異同を神観・愛観とのより総合的な見地から比較検討している。両者の最たる異同は、
神に人格性を認めるか否かに収斂し、スピノザの抽象的な自己愛の機械論的神をいかに生き生き
とした他者愛の人格神へと昇華しうるかという課題が、中期シェリング哲学における思想的展開
の起点であることを論じている。 
 結論では、スピノザ哲学との対比から中期シェリング哲学の位置づけが総括的に提示される。
神と愛を本質的に同一視する「神即愛」という視点から、中期シェリング哲学の端緒を明確に捉
えた本論文の解釈は、精緻な読解に基づく創見であるといえる。 
以上要するに，本論文は、シェリングが神と人間との人格的・相互愛的・救済的な関係を論じる
ことによって、スピノザの機械論的自然観のみならず、その神即愛の思想をも克服しようとした
思索の経緯を鮮明に打ち出した論考である。哲学思想史の探究に見出される自然観・人間観の基
底に迫ろうとする本論文は、人間情報学における哲学的課題を具体的に展開する試みであり，学
際性を志向する情報科学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって，本論文は，博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
